
ブラシ

図面と分類された遺物
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　4MSG-3  No.15   中石室  940602　
   　(遺跡名  遺物番号  出土場所   日付）
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No.299   令和２（2020）年 2 月号

　　冬季企画展

        「赤く彩られた土器」

　　ぜひ、見に来てね！！

【発行】松阪市文化財センター　【電話】0598-26-7330　【HP】https://www.city.matsusaka.mie.jp/site/bunkazai-center/

【はにわ館】　入館料 110 円（18 歳以下無料）　　＊入館は 16:30 まで　

文化財センター　はにわ館 ＆ ギャラリーの催し物予定
2 月の休館日は、3日（月）、10日（月）、12日（水）、17日（月）、25日（火）

3 月の休館日は、2 日（月）、9 日（月）、16 日（月）、23 日（月）、30 日（月）

開館時間は９：００～１７：００です。

【ギャラリー】 入場無料　

 バーコード読み取り

（文化財センター情報）第1展示室　　 ■常設展「宝塚古墳の謎」

第2展示室　　 ■冬季企画展「赤く彩られた土器」　　2/1(土）～3/15(日)

第1・2・3Ｇ■（嬉野文化協会）嬉洋会展・芳墨会展・陶嬉の会展

　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　2/9 (日)～ 16(日）　9:30～17:00　※最終日は15:00まで

第1・2・3Ｇ■公民館まつり 作品展示会　　　 2/21(金)～ 23(日)  9:00～16:00　

第2Ｇ　 ■勢風盆栽展　 　　　　　　　　　2/28(金)～ 3/1 (日) 9:00～17:00　※最終日は15:30まで

第1Ｇ　 ■第11回青雅流展“春めく時間”　　　2/29(土)～ 3/1(日) 10:00～17:00　※最終日は15:30まで

【イベント】　　

第3Ｇ　★ワークショップ「色付き勾玉づくり」　2/29(土)～ 3/1（日）10:00～14:00（受付は13:30まで）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※予約不要、参加費（1セット）200円

文化財センター内　★ポイントラリー　　　　　　3/14（土）～ 15（日） 9:00～16:00

　1月号では発掘調査について紹介しました。今月号では、その後におこなう遺物の整理作業を紹介

します。発掘調査の後には、調査で得た図面や写真、出土した土器などを通して、その遺跡で人々はい

つ頃、どんな暮らしをしていたかを整理しまとめる作業をおこないます。その作業は嬉野中学校の近

くにある「嬉野整理所」でおこないます。市内での発掘調査で見つかった、昔使われていた土器や石器

など（遺物）は、整理所に運ばれた後、どのように整理され活用されているのでしょうか。

【発掘で出てきた遺物（土器、石器など）はどうなるの？】
①水洗い

　発掘で出土した遺物に付いている砂や土をブラシでやさしくなでるように

きれいに洗います。ブラシの毛も硬いもの、柔らかいものがあり遺物によって

使い分けます。ブラシで強くこすると、表面に塗られている朱などの色や絵、墨

で書かれた文字が消えてしまう場合があるので、よく観察しながら土や汚れだけを丁寧に取り除いて

いきます。

　　　　　　　　　　　　　　　②注記

　　　　　　　　　　　　　　　発掘調査で出土した遺物は、どこから、どのような状態で出土した

　　　　　　　　　　　　　　かなど（例えば、捨てられたような状態か、きちんと置かれた状態）を

　　　　　　　　　　　　　　記した出土図面と一緒に、袋や箱に入れられて整理所に運ばれてき

　　　　　　　　　　　　　　ます。しかし、図面を見ながら記録や観察といった作業を進めていく

　　　　　　　　　　　　　　のは大変です。そこで、遺物の一つひとつに出土した日付や場所、遺

　　　　　　　　　　　　　　跡名を示す番号を消えない墨で小さく書き込んでいきます。この作

　　　　　　　　　　　　　　業を「注記」と言います。

③遺物の分類、接合

　遺跡から出土した遺物は、ほとんどが割れてしまっています。一つ

の遺物でも、何十点にも割れている場合があります。そこで、注記し

た遺物を、出土した場所（住居跡、溝の跡など）や種類（土器、石器な

ど）ごとに分類しながら、同じ土器になるかくっつける作業をします。

その作業を「接合」といいます。

　接合した遺物は、その遺跡の発掘調査の記録をまとめた書物「発掘調査報告書」に紹介されます。

　接合をする作業員さんは、色、模様、厚さといった破片の特徴から「これは、

この遺物の一部。この破片は遺物の上部分、横部分、底部分。」といったことを

確認し、立体ジグソーパズルのように組み合わせていきます。うまく合えば、ガ

ムテープなどで仮止めをして接着剤でつなぎ合わせます。

　しかし、破片が一日に数個しかくっつかない日もあります。時間がかかっても

考えながら進めていく接合作業には、専門的な知識に加えて粘り強さも必要です。

④遺物の復元

    　　　　　　　　　　　　実際につなぎ合わせていくと、破片が足りないため完全な形に戻らないこ
　　　　　　　　　　　　とがあります。この場合は、展覧会で一般の人が遺物を見た時に「これが何な
　　　　　　　　　　　　のか。」分かりにくいです。そこで、石膏で欠けた部分を補い、遺物に近い色を
　　　　　　　　　　　　塗って元の形に復元することもあります。こうして、昔の人が使っていた当時の
　　　　　　　　　　　　形に遺物がよみがえります。

【冬季企画展「赤く彩られた土器」を開催しています！！】

　2月1日（土）～3月15日（日）まで、はにわ館第2展示室で冬季企画展「赤く彩られた土器」が開催されてい
ます。今回の企画展では、弥生時代の後期から古墳時代の初めにかけて数多くつくられた色々な赤彩土器
を紹介しています。赤色は何からつくったのでしょうか。また、どんな意味があるのでしょうか。是非、はにわ
館にお越しいただき企画展をご覧ください。29日（土）、3月1日（日）には「色付き勾玉づくり」のワークショッ
プもあります。ご来館をお待ちしております。（担当）
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